
６
月

１
日　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
検
討
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
薩
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

町
人
権
擁
護
委
員
及
び
主
管
課
交
流
会
（
鷹
巣
）

２
日　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

町
観
光
協
会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
北
薩
地
域
振
興
局
）

３
日　
　
　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
役
員
会
（
鹿
児
島
市
）

４
日　
　
　
　
　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

６
日　
　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

７
日　
　
　
　
　

全
体
朝
礼
・
課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

九
州
整
備
局
道
路
課
長
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

８
日　
　
　
　
　

子
宝
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

10
～
21
日　
　
　

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

10
日　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

17
日　
　
　
　
　

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

21
日　
　
　
　
　

町
観
光
公
社
評
議
員
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

議
員
永
年
勤
続
表
彰
祝
賀
会
（
太
陽
の
里
）

22
～
23
日　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

24
日　
　
　
　
　

立
石
地
区
自
衛
消
防
隊
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
引

　
　
　
　
　
　
　

渡
し
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

東
町
漁
協
総
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　

町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幣
串
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

27
日　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

町
観
光
公
社
理
事
会
（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　
　
　

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

獅
子
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

29
～
30
日　
　
　

九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
県
西
海
市
）

御お
よ
う
か

八
日
踊
り
と

　
　
　
　
忠
兼
公
碑

城川内堂崎城跡
　

城
川
内
の
堂
崎
城
跡
の
内う

ち
ば
ば

馬
場

と
い
う
小
字
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
古ふ

る

い

ば

射
場
と
い
う
地
名
が

あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に
、

島し
ま
づ
ひ
た
ち
の
か
み
た
だ
か
ね
こ
う

津
常
陸
守
忠
兼
公
の
鎮
魂
の
た

め
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
「
御
八

日
踊
り
」
の
由
緒
や
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
伝
承
を
記
し
た
記
念
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
約
１
５
０
㎝
、
巾
50
㎝
ほ

ど
の
大
き
さ
で
、
正
面
に
碑
名

が
あ
り
、
左
側
面
と
背
面
に

２
１
２
字
ほ
ど
漢
文
が
刻
ま

れ
、
碑
文
の
終
り
に
は
「
松
元

壮
太
郎
撰
」「
小
松
文
雄
書
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
松
本
氏

は
小
浜
の
か
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
「
小
松
」
と
い
う
姓
は
長

島
で
聞
か
な
い
た
め
、
い
つ
か

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
去
る
４
月
３
日
、
思
い
が

け
ず
そ
の
き
っ
か
け
が
で
き
た
の

で
広
報
係
に
話
し
て
紹
介
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

碑
に
書
い
て
あ
る
の
は
本
名

は
文
雄
で
、
号
を
甲こ
う
せ
ん川

と
言

い
、
安
政
４
年
鹿
児
島
市
に
て

島し

ま

づ

け

お

く

え

し

津
家
奥
絵
師
、
佐さ

た
ち
ん
さ
い

多
椿
斎
の
三

男
に
生
ま
れ
幼
少
の
頃
か
ら
書

家
、
日
本
画
家
を
目
指
し
て
育
て

ら
れ
た
と
言
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
成
人
し
て
「
小
松
」
の
姓
を

願
い
出
し
て
許
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

碑
文
の
ご
く
一
部
を
抽
出
し
ま

す
と
「
前
略
…
七
月
八
日
村
歌
社

舞
以
慰
霊
遺
風
…
後
略
」
と
あ

り
、
鎮
魂
の
た
め
に
始
め
ら
れ
た

こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
り
ま
す
。

御
八
日
踊
り
の
遺
風
や
忠
兼
公
の

顕
彰
な
ど
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の

言
い
伝
え
の
こ
と
が
ら
も
、
小
松

氏
の
美
し
い
文
字
で
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。　

↑ 忠 兼 公 碑 の 背 面 に
書かれた碑文の一部

歴史遡
そ こ う

行 郷土史家
林　季治氏寄稿（城川内）
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